
レジメン名

出典 TOPAZ-1試験（国際共同第Ⅲ相試験）
イミフィンジ適正使用ガイド

実施部署区分
■入院　　　　　■外来　　　　　□処置

投与開始の基準

対象疾患 白血球 ≧2000/mm3
好中球 ≧1000/mm3
血小板

AST

ALT

T-Bil

血清Cr

皮疹

感染

減量基準：ゲムシタビン
Grade4
Grade3
Grade3

中止基準：シスプラチン
16回投与された場合

末梢神経障害・聴器障害

イミフィンジ単剤
（次のクールまでの標準期間）

休薬基準：イミフィンジ

2コース目以降
day1

初回day 1 day 8

≧1000/mm3
≧2500/mm3

≧1500/mm3

ﾃﾞｭﾙﾊﾞﾙﾏﾌﾞ＋GC療法

胆道がん ≧3000/mm3

■進行・再発 ≧10×10
4
/mm3

□補助療法（術前・術後）

□

□

≦150IU/L

≦150IU/L

１クール期間 総クール数

≦3.0mg/dL

≦1.2mg/dL

Grade0

Grade0

≦3.0mg/dL

≦1.2mg/dL

Grade0～２

21日(3剤併用時)

Grade0～２

Grade0

≦3.0mg/dL

≦1.5mg/dL

≧7.5×10
4
/mm3

≦150IU/L

≦150IU/L

≧7.0×10
4
/mm3

-

-

投与回数

血清Cr

Grade0

白血球数・好中球数・血小板数
発熱性好中球減少症
非血液毒性

28日（イミフィンジ単剤）

８コース（３剤併用）

↓ アナフィラキシー・
アレルギー反応

Grade3

≧1.2mg/dLが７日以上継続し
投与開始できない場合
Grade2



１日投与量 投与方法
投与速度

(時間)

1500mg 生食250mL 60分

25mg/m2 生食250mL 500mL/hr

1000mg/m
2 生食100mL 30分

薬剤名・略号 投与日(d1、d8等)
１日投与順

(経時的にﾌﾟﾚﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ﾎﾟｽﾄﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ、
溶解液まで含む)

デュルバルマブ day1
day1
①生食 100mL　　（5分）

②イミフィンジ1500mgﾞ＋生食250mL（60分）
　
③生食 50mL　　（5分）
　
④生食250mL＋硫酸Mg液（1meq/mL） 4mL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（30分）

⑤アロキシ0.75mg＋生食 50mL　　（15分）

⑥シスプラチン25mg/m2＋生食250mL
(500mL/hr)

⑦生食 500mL　　（60分）

⑧ゲムシタビン1000mg/m2＋生食100mL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (30分）
⑨生食50mL　　（5分）

⑩生食500mL＋硫酸Mg液（1meq/mL） 4mL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60分）
＜前投薬＞アプレピタントカプセル適宜投与

day8
上記④～⑩

※国立がん研究センター東病院のレジメン（外部非公開）をも

とに作成

シスプラチン day1、8

ゲムシタビン day1、8


